特殊 飛行 中、 僕 は 特に 頭 を 下げて、 自分の からだに、 

今 如何なる 苦痛が 懸 つてい るか を 特に 注意して みた。 

急上昇の とき だと 思う が、 胸と 太 ももと が、 目に 見え 

ない 魔物の ために、 今にも 押し潰され そうに 痛む の を 

発見して、 ああ これ こそ 我慢 づ よい わが 空の 勇士が、 

かんせい 

絶えず 相手に 闘って いると ころの 見えざる 敵 "慣性" 

だな と 悟った。 

機が 地上に 下りる と、 僕 は 急に 胸先が わるくな つて、 

なま つば 

むかむか してきた。 生唾が、 だらだらと 出て きた。 全 

身に は、 びっしょり 汗をかい ていた。 だが 僕 は、 大声 

で 叫びた い ほど 偷决 であつ た。 
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